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その多くがスペイン内戦での敗北の結果、ピレネーを越えてフランスに亡命3 
していた女性たちだった。 
 1936 年 7 月にスペイン領モロッコでの軍人による共和国政府に対する反
乱に始まった蜂起は、スペイン全土に広がり、1939 年 4 月のマドリード陥
落まで、3 年にわたる同胞同士の戦いであるスペイン内戦となった。1939 年
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ゴリー」15 の収容所であったマウトハウゼンには約 8,000 名のスペイン人が
収容され、そのうち生還したのは 1,500 名ほどにすぎない。「927 輸送集団」
というグループでマウトハウゼンに移送された人々の場合には、家族全員が
一旦収容所まで送られ、その後、女性と子供はスペインへと送還された16。
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 1939 年 1 月から 5 月までに監視塔、高電圧鉄条網の柵、16 棟の収容所が
建設され、その他に男性用の収容施設も建設された。隣接した場所には SS








が収容されるようになり、収容者の国籍は 40 ヶ国以上になった。1939 年 5
月から 1945年 4月 30日に解放されるまでの間にラーフェンスブリュック収
容所には、132,000 名の女性と子供、20,000 名の男性、1,000 名の少女が収
容された23。132,000 名の内訳は、48,500 名がポーランド人、28,000 名がロ
シア人、24,000 名がドイツとオーストリア人、8,000 名がフランス人で、イ
ギリス人やアメリカ人、イタリア人24 も収容されていた。ユダヤ人は全体の
約 20 パーセントだったと推定されている25。 
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近いのではないかという。MORRISON, Jack, G., Ravensbrück, Everyday Life in a 
ラーフェンスブリュック強制収容所のスペイン人女性亡命者 










 1939 年 8 月から 9 月にかけて、多くのロマがやってくる。1940 年にはオー
ストリア、チェコ、ポーランドなどからの移送が続き、10 月になると、収容
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 1943 年はじめには 18,000 名の収容者がいて、収容所の住環境も劣悪なも
のになっていった。75 センチ幅のベッドに週日には 2 名が、夜勤のない日曜
には 4 名が寝る事になった。その後、さらに収容人数が増え、ベッドも足り
なくなり、藁を敷いただけの床も寝床となった。衛生状態も悪化していく。
衛生状態が悪化すると、感染症も増加し、死亡率も上がる。1943 年 4 月 23
日には死体焼却炉が稼働し始めた32。 
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 1944 年 12 月には 150 名程度を収容するガス室が設置され、解放直前まで
あらゆる形での殺害が続いていく。1945 年 1 月末から 4 月までにガス室送
りになった人は 5,000 とも 6,000 名とも言われている。1939 年に最初の収容



















野賢治訳『ナチ強制・絶滅収容所 18 施設内の生と死』筑摩書房、1998 年にはラー
フェンスブリュックについての 1 章がある。この他に元収容者の著作として 




SAIDEL, Rochelle G.: The Jewish women of Ravensbrück Concentration Camp, 
Wisconsin, Univ. of Wisconsin Press, 2004.がある。 
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F1 また番組をもとにした本が出版されている。ARMENGOU, Montse, BELIS, 
Richard: Ravensbrück: El infierno de las mujeres, Barcelona, Belacqva, 2008.  
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carretó dels gossos: una catalana a Ravensbrück ではラーフェンスブリュックでの
体験を語っている。同書は NUÑEZ TARGA, Mercedes: Destinada al Crematorio:De 
Argeles a Ravensbrück: Las viviencias de una resistente republicana española, 
Sevilla, 2011. としてスペイン語版が刊行された。カタルーニャ語からスペイン語への
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らモスクワのコミンテルンで働いた。モスクワで知り合ったアーサー・ロンドンとは
生涯を通じて伴侶となる。そのため、夫の姓の Lise LONDON という名前で知られて
おり、スペインで出版された回想録でもこの名前を使用している。スペイン内戦中は
国際義勇兵の組織の仕事をした。2012 年 5 月 29 日付けの The Independent 紙に掲載
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人女性のケースのみが記録されてるという場合もある。リスト 113 番の Mimi は
Françoise とともに絞首刑にされたが、Les Francaises a Revensbrück ではフランソ
ワーズのみの名前があげられているという。Amicas, op. cit., p.115. 
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48 前掲書 13 頁。 
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Camp 1939-1945, Princeton, Markus Wiener Publishers, 2000. 
53 以下の著作の翻訳者であり編者のベーアが英語で読める回想録を 12 冊紹介してい
る。HERBERMANN, Nanda: The Blyssed Abyss, Detroit, Wayne State UP, 2000, 
pp.253-260. 
54 2005 年にバルセロナで結成された。それ以前には 1962 年に創設された「マウトハ
ウゼンその他の収容所への抑留者協会」（Amical de Mauthausen y otros campos）に
組織されていた。 
55 TRAN, Rosa: ”L’infern de les dones, El camp de concentració de Ravensbrück”, 
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pp.133-150. 
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ら 10 年を費やし、ネウス・カタラーが中心となって 6 名の女性たちがグルー
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57 Amics de Ravensbrück, Memorial de la españolas deportadas a Ravensbrück, 
Barcelona, 2012. 
58 PRESTON, Paul: The Spanish Holocaust, London, Harper Press, 2013, p516. 
59 リョルは 400 名という数字をあげている。LLOR, Montserrat: ”Supervivientes 
españolas en el infierno nazi”, El País, 13 de junio de 2010. リョルは元収容者たち
にインタヴューをし、どういった要因で収容所を生きのびることができたのかを探っ
て著作を発表している。LLOR, Montserrat: Vivos en el Averno Nazi, Barcelona, 
Crítica, 2014. 
60 IZQUIERDO, Manuel, Suplemento, Patrióte Résistant, 426, abril de 1975. 
pp.10-11 であげている数字。（筆者は未見）ROIG, Montserrat: Noche y Niebla Los 
catalanes en los campos nazi, p.64, 
61 CATALÀ, Neus, op. cit., p.129. 
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Muncial, http://www.ceibm.org/neuscata2100.html （アクセス日 2013年 11月 25 日） 
63 ROIG, Montserrat: Els catalans als camps nazis, Barcelona, Edicions62, 1977. 
筆者 2013 が参照したのはスペイン語版。 
64 Amics de Ravensbrück, Homenaje a las deportadas españolas con motivo del 65 
aniversario de la liberación del campo de concentración Nazi de Ravenbrück. 
Barcelona, 2011. pp.32-44.  
65 Amics de Ravensbrück (ed.): Memorial de las deportadas españolas a Ravensbrück, 
Barcelona, 2012, pp.132-135. 
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インから追放されたユダヤ人の子孫）一家の 3 名（リスト 26,27,28。それに
この一家には弟がいて一緒に収容された）、バルセローナのスペイン系ユダヤ
                                                          
66 BERMEJO, Benito, CHECA, Sandra: Libro memorial:españoles deportados a los 
campos nazis (1940-1945), Ministerio de Cultura, Madrid, 2006. 
67 一例として、リスト番号 88 のヌニェス・タルガと 95 のフランシスカ・プーチは同
一人物である可能性がある。 
〔 50 〕 
人と結婚した女性とその娘の 2 名（リスト 70、71 父親はブーヘンヴァル
トに収容されていた）、フランスに移住していたスペイン人夫婦の娘 1 名（リ
スト 92）、ポーランド生まれであるが、内戦に国際義勇兵として参加したた
め、スペイン国籍を与えられた女性 1 名（リスト 123）の合計 9 名があげら
れている。また内戦中にソ連に避難し、その後、ソ連人と結婚してソ連在住
の女性68（リスト 39）も収容されていた。 






















                                                          
68 エリサ・ルイスの証言。CATALÀ, Neus: op. cit., p.255. 
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言を拒否し、名前をリストに載せることだけを許可したというケースもある69。 
 ラーフェンスブリュックにスペイン人が収容されたのは、主として 1944 年
以降である。冒頭にあげたネウス・カタラーが収容された 27000 輸送集団70 で
は 16 名のスペイン人が確認されている。1942 年に収容された女性もいる。
アンヘルス・マルティネス（リスト 77）は 1942 年から 2 年 10 ヶ月 22 日間、
ラーフェンスブリュックにいた71。彼女は家族とともに内戦以前にフランス
に移住していた。最後の収容は 1944 年 8 月 28 日となっている。 
 判明している死亡者は 12 名、そのうち 1 名が絞首刑、1 名はアウシュビッ
ツのガス室に送られ、1 名は生きたまま焼かれたのと証言が残っている。 
 収容当時の年齢は、最年長が 59 歳で最年少が 4 歳の少女である。40 歳代






れた 27000 輸送集団は 5 日間だったが、それ以上に及ぶ場合もあった。例え
ば、ノエから移送されたアントニア・フレシェデスは移送が何日間続いたか
覚えていないが、移送の最終期間は 9 日間続いたと証言している。その間、
                                                          
69 Amics de Ravensbrück (ed.), Memorial de las españolas deportadas a Ravensbrück, 
p.110. 
70 この時に移送された人数は厳密には 958 名。フランスのコンピエーニュから移送さ
れた。フランスからラーフェンスブリュックへの移送の日付と収容人数については、
Amigos de Ravensbrück y Asociación de Deportadas e Internadas de la Resistencia, 
Mujeres bajo el nazismo, Barcelona, Editorial Fontanella, 1966.の巻末にリストが掲
載されている。このリストは Germaine Tillion, Rosa Guérin（ los Amigos de 
Ravensbrück）およびドイツからの資料に基づいて作製されたものである。同書はラー
フェンブスリュックについての多くの研究の原典の一つとなっている Les françaises 
à Ravensbrück, Gallimard, París のスペイン語訳である。 
71 PONS PRADERA, Eduardo: El holocausto de los republicanos españoles: vida y 
muerte en los campos de exterminio alemans (1940-1945), Barcelona, Belacqca 
Ediciones, 2005 に掲載されている証言によると、ラーヴェンブスリュックへの収容は
1942 年 9 月となっている。また名前も Angeles ではなく Angelines となっている。
p.305. 
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75 TILLION, Germaine, op. cit., p.120. 
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ルセル・リュビー『ナチ強制・絶滅収容所』40-41 頁。 
77 PONS PRADES, Eduardo: op. cit., pp.299-305. 
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79 ケントのパリでの生活については以下の回想録がある。KENT, Victoria: Cuatro 
años en París, Madrid, Gadir Editorial, 2007. 
80 シャルロット・ミュラーの回想ではステラとして登場する。ミュラー、前掲書、109
〜114 頁。ミュラーは 1961 年、ソ連訪問の際にステラと再会している。 
81 SAIDEL, Rochell G.: The Jewish women of Ravensbrück Concentration Camp, 
Wisconsin, Univ. of Wisconsin Press, 2004, p.70. 
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く、ガス室送りになる場合は他の収容所に移送されていたが、1944 年 12 月
にはラーフェンスブリュックにもガス室が作られた。マリア・タピア・エス
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〔 58 〕 
ラーフェンスブリュック収容所に 
番号 Ref. 姓 名もしくは異名 収容者番号 出身地 
1 Katia 
2 Elena 
3 ADROVER Yvonne 27030
4 1 ALONSO Felisa 47295
5 2 ÁLVAREZ Ángeles 49689 アストゥリアス 
6 2 FERNÁNDEZ Natividad (ÁLVAREZ) 49687 アストゥリアス 
7 BALCASEN Merce 
8 3 BARCELÓ Secundina 57610 アラゴン 
9 4 BARROSO 
10 5 BARTOLÍ GARDEL Sabina 27156 カタルーニャ 
11 6 BEGUIRISTAIN María Juana 19424 バスク 
12 7 BENITEZ LÚQUEZ María Antonia 43218 アンダルシア 
13 8 BERNAL Mercedes フランス 
14 9 BORDANOVA Josephine 43220 フランス 
15 10 BUATELL COSTA Carme 42271 カタルーニャ 
16 11 BUENO VELA Alfonsina (Ester) 37884 カタルーニャ 
17 12 BUITRAGO María 
18 13 CABEZA RODRÍGUEZ Ángela 39144 レオン 
19 14 CALDERÓN Adriaine 27086 カスティージャレオン
20 15 CANOVAS MOLENO Braulia （JENÉ Mónica) 27700 アンダルシア 
21 16 CASADELLÀ（GENER) Dolors 35160 カタルーニャ 
22 17 CASTELLANO Juana 
23 18 CATALA i PALLEJA Neus 27534 カタルーニャ 
24 19 CLAVEL 
25 20 COERDUROY Marie Louise (RODRÍGUEZ) 39221
26 21 COHEN Y ESCALONI Esther ベルギー 
27 21 COHEN Y ESCALONI Lilianne Elise ベルギー 
28 21 COHEN Y ESCALONI Rita ベルギー 
29 22 CORBIS Nieves 
30 23 COREL COSMITH Berta （GOLDSCHMIDT) 33477
31 24 COROMINAS Conchita の母親 
32 24 COROMINAS Conchita 
33 25 CORTÉS Soledad 27099 アンダルシア 
34 26 COSTEL Terersa 27637
35 27 CRISTÓFAL BRETOS Antonia 27627 アラゴン 
36 28 CUEVAS ESCRIVA Virtudes （MadameVIDAL,Carmen) 27301 バレンシア 
37 29 ENCUENTRA CAMPO María Teresa (BESCOS,Teresa) 39260 アラゴン 
38 30 ESCARRÉ Francisca 27680 フランス 
39 31 FANJUL Olvido 
40 32 FAU ESPAÑOL Justina Julia 62477 アラゴン 
41 33 FERON Blanca 27400 フランス 
42 34 FERRER Concepción 43222 アラゴン 
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フランス滞在 収容理由 解放・死亡 備考 
1925 
● 
1910/10/30 1944/2/3 33 フランス人？ 27000 輸送集団 
1913/2/16 1944/7/29 31 レジスタンス 解放 
1928/4/28 1944/8/7 16 フランス在住 解放 
1894/12/24 1944/8/7 39 フランス在住 解放 
● 
1914/9/7 1944/8/21 29 解放 
レジスタンス 解放 
1918/4/15 1944/2/3 25 フランス在住 解放 27000 輸送集団 
1907/12/3 1943/4/30 35 解放 
1921/2/25 1944/6/25 23 解放 
1904 年 フランス在住 解放 
1924/3/28 1944/6/22 20 フランス在住
1911/7/28 1944/6/15 32 解放 
1915/1/26 1944/5/7 29 解放 夜と霧 
不明 Buitrago は夫の姓 
1915/12/28 1944/5/18 28 フランス在住 解放 1928 年にフランス国籍取得 
1913/7/10 
1920/1/10 1944/2/3 24 フランス在住 政治 解放 27000 輸送集団 
1919/6/27 1944/4/22 24 解放 家族は右派 
解放 
1915/6/15 1944/2/3 28 レジスタンス 解放 27000 輸送集団 
レジスタンス 解放 証言を拒否した？ 
1885/2/27 1944/5/18 59 フランス人 夫がスペイン人 
1902/3/20 1943/12/16 41 政治／ユダヤ人 解放 スペイン系ユダヤ人 
1932/4/9 1943/12/16 11 政治／ユダヤ人 解放 スペイン系ユダヤ人 
1926/7/27 1943/12/16 17 政治／ユダヤ人 解放 スペイン系ユダヤ人 
● 
1908/2/11 1944/3/29 36 政治／ユダヤ人 スペイン系ユダヤ人 
レジスタンス 死亡 リースリングでガス殺？ 
18 レジスタンス 死亡 リースリングでガス殺？ 
1916/4/19 1944/2/3 27 政治 解放 27000 輸送集団 
1913/7/21 1944/2/3 30 解放 27000 輸送集団 
1910/12/21 1944/2/3 33 レジスタンス 解放 27000 輸送集団 
1913/2/2 1944/2/3 31 レジスタンス 解放 G.ド・ゴールの友人 
1907/10/22 1944/5/18 36 政治 解放 
1905/3/11 1944/2/3 38 レジスタンス 解放 27000 輸送集団 
解放 内戦時にソ連へ 
1894/9/26 1944/9/2 49 行方不明
1914/4/27 1944/2/3 29 フランス在住？ 解放 27000 輸送集団 
1897/12/8 1944/6/14 46 政治 解放 
 
〔 60 〕 
番号 Ref. 姓 名もしくは異名 収容者番号 出身地 
43 35 FULVIÀ Roser カタルーニャ 
44 FONT 
45 36 FOURNIER Ana 47276 カナリアス 
46 44 GARCÍA Paquita (Fransquita la Gitana) 49697
47 37 FREXEDES CULLÀ Antonia 49696 カタルーニャ 
48 38 FRUCTUOSO Antonia 47303 アンダルシア 
49 FUERTES Carmen 
50 39 GALLART MARQUÉS Laura (Kerwich) 27181 カタルーニャ 
51 40 GARCIA Carlota （CharlieJeantet-Charly Olaso) 21678 バスク 
52 41 GARCIA AMANDA Carmen 47304 マドリード 
53 42 GARCÍA CHICHARRO Nicolasa (Oliva, Nicolasa/Linares, María) 62483 バスク 
54 43 GARCÏA ECHEVARRIETA María Dolores 62461 フランス 
55 45 GARDELL GARCÍA Carme (BARTOLÍ) 27046 カタルーニャ 
56 46 GARRIDO GRACIAS Elisa (MME MASALLE/MASAOILLES/ELISA RUIZ) 27964 アラゴン 
57 47 GASA Felicidad (PORCAR) 39297 カタルーニャ 
58 48 GASTÓN GANUZA Demetria (DUPUY,Demetricia) ナバーラ 
59 GONZALEZ GUARDIOL Josefina 
60 49 GRANGE（RAMOS) Concha 62480 カタルーニャ 
61 49 IBARZ Elvira 62478 アラゴン 
62 49 CASTELLÓ IBARZ María 26275
63 50 GUILLAUME Dolores (VILLA, Dolores) 27303 カタルーニャ 
64 HORTA 
65 51 HALZUET Francisca (USANDIZAGA) 22463 ナバーラ 
66 52 IRIBERRI Anunciacion 57854 アストゥリアス 
67 53 De la JARA  Amalice 
68 53 De la JARA  Sole (Fuente) 
69 JURADO Agustina 
70 54 KLIONSKY Rosa リトアニア 
71 54 KUGELMAN Estrella （Stella) ベルギー 
72 55 LESBUR GERES Jesusa ナバーラ 
73 56 LITMAN Sofia 
74 57 LÓPEZ Amalia (PERRAMON DUCAS, Sole) 27243 バレンシア 
75 60 MARANGE BOBER Maria 39240 カタルーニャ 
76 59 MARANGE BOBER Josefa (DELEUZE,Josefina) 39241 カタルーニャ 
77 61 MARTÍNEZ Ángeles (Angelines) 78232 フランス 
78 62 MARTÍNEZ Rita (PÉREZ) 27244 アストゥリアス 
79 63 MARTÍNEZ PRIETO Constanza 43224 マドリード 
80 64 MARTORELL  ROSALES Herminia 31936 アラゴン 
81 65 MATEOS María 39196 カスティージャレオン
82 58 LUBIÁN CLEMENTE María Pilar ("DE VITRY" MÉNDEX GORBEAULUBIAN) 39242
83 66 MOLL María 22415 カタルーニャ 
84 MONEDER Eugenia 
85 67 MONTHUIS Anita 58044 マドリード 
86 NEGRIN Frania  
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フランス滞在 収容理由 解放・死亡 備考 
レジスタンス 解放 
レジスタンス 死亡 
1906/12/31 1944/7/9 37 解放 
1927/8/22? 人種 解放？
1913/9/13 1944/8/19 30 解放 
1912/2/14 1944/7/9 32 解放 
● 
1896/12/2 1944/2/3 49 解放 27000 輸送集団 
1899/1/8 1943/8/1 44 解放 夜と霧 
1912/3/3 1944/7/29 32 レジスタンス 解放 
1905/1/12 1944/9/2 39 レジスタンス 解放 
1921/11/30 フランス在住？ レジスタンス 解放 夜と霧 
1891/6/6 1944/2/3 52 フランス在住 レジスタンス 死亡 27000 輸送集団 
1909/6/14 1944/2/3 34 解放 27000 輸送集団 
1905/12/25 1944/5/18 38 レジスタンス 解放 
1907/12/22 解放 
レジスタンス 殺害 
1925/8/6 1944/9/9 19 レジスタンス 解放 
1891/11/11 1944/8/28 解放 60  Concha の叔母 
1914/1/6 1944/9/9 30 解放 61 Elvira の娘 
1889/7/2 1944/2/3 54 解放 27000 輸送集団 
レジスタンス 死去 
1908/8/29 1943/9/2 35 死去 
1922/12/22 1944/8/21 21 解放 
1943/2 月か 3 月 行方不明
1900/2/19 行方不明
● 
1904/3/28 1943/12/16 39 政治・ユダヤ人 死去 71 Estrella の母親 
1939/7/29 1943/12/16 4 政治・ユダヤ人 解放 
1917/1/4 1944/8/28 27 解放 
レジスタンス 死去 
1909/8/10 1944/2/3 34 解放 27000 輸送集団 
1920/8/4 1944/5/18 23 政治 解放 
1915/2/18 1944/5/18 29 レジスタンス 解放 夫はフランス人 
1919/12/5 1942/5/29 22 フランス在住 スペイン人の赤 解放 最初の収容者 
1894/7/2 1944/1/1? 49 レジスタンス 解放 
1917/1/16 1944/6/14 27 政治 解放 
1903/1/5 1944/3/16 41 解放 
1918/4/14 1944/5/18 26 解放 
1909/5/10 ,1916? 1944/5/18 28 か 36 1909/5/10 政治 解放 
1920/7/20 1943/9/2 23 解放 
レジスタンス 
1918/9/2 1944/8/22 25 レジスタンス 不明 
●  
〔 62 〕 
番号 Ref. 姓 名もしくは異名 収容者番号 出身地 
87 NICOLAS María Josefa バスク 
88 68 NÚÑEZ TARGA Mercedes 43225 カタルーニャ 
89 OUCHENE Danielle 39246
90 69 PALOMA Josefina (Josette) カタルーニャ 
91 Paloma Josette の母親 カタルーニャ 
92 70 PINTOS NAVAS Feliciana (BIERGE) アラゴン 
93 PASTOR 
94 POMARES Marita 
95 PUIG Francisca 43225 カタルーニャ 
96 71 REVIRE Lidia 35453 カタルーニャ 
97 72 RICOL LÓPEZ Lisa (Lise LONDON) 42171 フランス 
98 73 RODA Ana 
99 ROMERO Ascension 
100 74 ROQUÉS RODRÍGUEZ María 27973 アストゥリアス 
101 75 RUBIANO FERNÁNDEZ María Leonor 78246 マドリード 
102 76 SANTOS María 62484
103 RUPERT Aida マドリード 
104 SABATER María バスク 
105 77 SANZBERRO María Josefa (NICOLÁS) 62462 バスク 
106 78 SERÓS Coloma 27037 カタルーニャ 
107 79 SERRANO Carmen 
108 SERRES Jeanne 
109 80 De SILVA  Rosita 85473 フランス 
110 81 SOLDEVILLA Germania 62475 カタルーニャ 
111 SOLSONIA Blanca 21701
112 82 SOTO Rosa （La Asturiana) アストゥリアス 
113 83 TAPIA ESTEBAN Milagros (Mimi) アラゴン 
114 84 TOMAS JURADO Agustina (TOMÁS CHALER,Patrocinio) 19350
115 85 URQUIZA PALACIOS Daría リオハ 
116 85 ROMERO URQUIZA María Luisa バスク 
117 86 VAN AAL María del Carmen(Marita) 57706 バレンシア 
118 VELÁZQUEZ María del Piar 42150 フランス 
119 87 VAZQUEZ María del Pilar (PILUCA/María de Burdeos) フランス 
120 VELATA María アラゴン 
121 88 WINTER Anita マドリッド 
122 89 ZAPATER AQUILERA Carmen 49676 アンダルシア 
123 90 ZILBERGBERG Estucha ポーランド 
ラーフェンスブリュック抑留者協会ホームページ掲載のリスト 
http://www.depardocreative.com/web_censo/censo_deportadas.html（最終アクセス 
2012 年 12 月 10 日 現在はアクセス不可能）及び 
Amics de Ravensbrück, Memorial de las españolas deportadas a Ravensbrück, 
Barcelona, 2012, pp.132-135 に掲載の表を元に一部改編して作製。 
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フランス滞在 収容理由 解放・死亡 備考 
1895/9/22 1944/8/29 48 死去 
1911/1/16 1944/6/25 33 レジスタンス 解放 
1922/2/28 1944/5/18 22 レジスタンス 
ガス室で死亡
ガス室で死亡
1914/6/9 1945/3/7 30 解放 
● 
レジスタンス 解放？ 117 と同一人物？ 
1914/4/17 1944/6/23 30 政治 解放？ 88 と同一人物？ 
1906/5/12 1944/4/22 37 解放 
1916/2/15 1944/6/15 28 レジスタンス 解放 
解放 証言を拒否 
● 
1895/3/10 1944/2/3 48 解放 27000 輸送集団 
1920/7/3 死亡 77 A.Martínez の友人 
1903/9/17 1944/8/28 40 解放 
● 
1903/9/17 1944/8/28 40
1895/9/22 1944/9/2 死亡 
1914/7/9 1944/2/3 29 解放 27000 輸送集団 
● 
● 
1926/7/27 解放 夜と霧 
1910/4/19 1944/8/28 34 解放 
1895/7/28 1943/9/1 48
● 
1920/5/20 1944/8/28 24 絞首刑
1922/12/2 1943/4/30 20 解放 
1896/10/25 解放 
1925 末 解放 
1907/7/8 脱走 夫はベルギー人、Marta Pomares? 
1926/10/2 1944/6/5 17 政治 119 と同一人物？ 
● 
1914/1/6 レジスタンス 解放 Concha GRANGE は従姉妹、Elvira の娘
1918/9/2 
1912/5/30 1944/8/7 32 解放 
1944/1/1 解放 
 
 
 
本論文は人文科学研究所共同研究『移民・移住を通じて支配と服従の関係を
考える』（2011〜2013 年度）の成果の一部である。 
